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国東市消防団役員（敬称略）

　ソニーセミコンダクタ九州株式会社は、国東町小
原の大分テクノロジーセンター（大分ＴＥＣ）にデ
ジタル機器向けの半導体パッケージの製造棟を増設
することを表明し、４月27日㈭、県庁で増設協定調
印式が行われました。
　式には、同社の大久保清社長をはじめ、広瀬勝貞
知事、照山俊一市長が出席し、工場増設の協定書に
調印しました。調印後、照山市長は「本日は、地元
国東市にとりまして、ソニーさんから大変ビッグな
贈り物をいただいたと思います。市といたしまして
も、できる限り協力をしていきたいと考えていま
す。本日はありがとうございました。」とあいさつ
しました。
　大分ＴＥＣは、昭和59年５月創業を開始したソ
ニー大分が前身で、今回増設される製造棟は、現在
の敷地内に建設され延べ床面積が１万800平方メー

　国東市誕生と同時に旧国
見町・国東町・武蔵町・安
岐町の消防団が統合し、
「国東市消防団」として新
たにスタートしました。

　旧町単位に方面隊を設け、副団長を各方面隊長と
する役員体制で、17分団、40部、93班、団員1,091人
の組織となりました。各方面隊の構成は、国見４分
団、国東５分団、武蔵３分団、安岐５分団となって
います。
　５月24日㈬国東市消防本部で開催された国東市消防
団幹部会議で、池田一彌団長から幹部役員に辞令が交
付され、池田団長のもと新体制がスタートしました。
　池田団長の話。「合併に伴い、旧４町村の消防団
も国東市消防団として『１市１消防団制』をとるこ
とになりました。また、消防団事務も市消防本部に
移るなど、団員をとりまく環境も大きく変わりまし
たが、これまで以上に連絡体制を密にし、火災など
から市民の生命・財産を守るという、消防団の使命
を全うしたいと思います。」

トル。携帯電話やデジタルカメラ等の小型デジタル
機器の心臓部に使われる半導体パッケージが生産さ
れます。投資予定額は約50億円で、今年８月に着
工、平成19年６月操業開始をめざし、従業員を現在
の約900人から1,000人程度まで拡大する予定です。

ソニーセミコンダクタ九州㈱  大分ＴＥＣ

５０億円投資して工場を増設
増設協定書調印へ ▲県庁で行われた調印式のようす

▲調印後握手を交わす（写真左から）大久保社長、広瀬知事、照山市長

▲桜八幡社で、池田団長をはじめ幹部役員の皆さんが
　今年一年の無火災・無災害を祈願しました

▲幹部会議であいさつする池田団長
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